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Ｊｅｌｍｕｍ７１
ｋ，Ｗｎｕｍ７１ 物
百
千
着
本稿の全体を見て、仮に立てた基底形の閉音節末子音が多様に過ぎる。母音をそこに立て
るべきなのであろうが、今の資料のままでは冒険を試みる勇気もない。しかし、不完全では
あるが上の程度の基底形と若干の規則から、表面的な音声形・ピッチ形（の元になるもの）
が生み出せる。更に精密豊富な資料の蒐集に務められることを願うものである。
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